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人工放射性 ナ トリウムの血液 に及ぼす作用

Ⅳ.　人工放射性 ナ トリウムの人血液像 に及ぼす作 用に就て

其2.　 長 期 に 亘 る 作 用 に 就 て

元東京女子醫學藥學專門學校生理學敎室

並に元東京理化學研究所原子 核 實 驗 室

(指導　故仁科芳雄博士)

森 信 胤

(昭 和24年7月10日 受 稿)

第1章　 緒 言

ラジウムや レン トゲン線が造血臟器 を侵 し

や すい か ら,被 照射動物 に於て斯 る臟器の被

害竝 に血液像 の變化が認 あられ る ことは周知

の處 であ ろ.

著者は,人 間 及び種々の動物に人工放射性

食塩 を一時的に與へた場合には,常 に一過 性

の血液像の變化が起 ることを認 め,更 に長期

に亘つて與 へる と夫れに相 當する變化の起 る

ことを知 つて,屡 々報告 を行つた.

今,夫 等の著者成績竝 に其他 の 報 告 に よ

り考按,概 括す る と

1. 赤血球數 の僅か な減 少が起 ること.

2. 白血球數 の著 しい減 少が起 ること.

3. 短時 間に實驗に在つては淋巴細胞 の減

少が起 り.

4. 長期 に亘 ろ場合 には骨髓性細胞た る中

性嗜好 白血球 の減 少が起 る.

即 ち,人 工放射性 ナ トリウム より放射 され

る β線 及び γ線 の作 用に よつて,初 めの裡は

淋 巴系か侵 されやすいが,長 期に及べば却つ

て骨髓 が侵 され,そ の造血 機能 に障碍が起 る

もの なる ことを思はす.

偶 々,著 者はNa24を 主 とする人工放 射 物

質の生物學的 硝究に從 事 し,昭 和12年 の 春

か ら既 に10年 餘,斯 る もの を取扱つ て 居 る

が,此 の間 にはか らず も自分の血 液像 に可成

り着 しい變化が起 つて居 ることを認 めた.し

か も夫れが放射能の作川に基 くものであ るこ

とを認 め られ るので茲 に報 告する.

第2章　 條 件

Ⅰ.　著者(實 驗 者)の 健康状態

男　43歳(明 治36年 生)

身 長　 1.65m

體 重　 55kg

(1) 現 状

比較的健康良,下 痢 しやす く,輕 い風邪 を

ひ きやすい.糞 便 中寄生蟲卵陰性.

特記 すべ き疾病 な く,殊 に血液像 に變化を

及 ぼすが 如き疾病 に罹 つては居 ない.

(2) 既往症

17歳 の秋,流 行 性感 胃に罹 り,右 側乾性肋

膜炎 を併發 し,約3ケ 月靜 養 した.

其の他 には,特 に擧 げる程の疾患には罹 ら

なかつた.

(3) 遺傳 及び家族的病歴

特 に擧 げ るベ きものはない.

即ち,著 者の身體は極めて頑健 と言ふやう

な ものではないが,病 弱 と言ふ わ け で は な

い.普 通 よ りも稍 々弱 いと言ふ位 ひの健康度

であっで,普 通並 に働 き,比 較 的平穏に暮 し

て居 る.

Ⅱ.　 被照射條件

著 者 の體は,サ イク ロ トロン よ り發生 した

中性子 と人工放射性物質 よ りす る放射線 との

兩者に よつて照射 されて居 る.

併 し乍 ら,サ イ クロ トロンの働 いて居 る時

に,そ れ に近 づいた事 は極 めて少 く,自 分の

居 る場所 も遠 く離れて居 るか ら,そ れ よ りす

る中性子 の影響 を著者が受けて居 る事は極め
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て 少い もの と考へ られ る.從 つて著 者は主 と

して人工放射性物質 よ りする放射線の作 用 を

受けて居 るもの と思 はれ る.

1) 被照射時間及び照射距離

人工放射性物質 よ り1m以 内の距離に於 て

放射 されつつ實驗す ること,毎 日平均4時 間

位である.

是 を詳言するに,著 者が使用する人工放射

性物質(主 としてNa24)は 毎週2回 宛,理

研サイクロ トロンに よつて 作 られ た.そ し

て,大 抵の場 合,午 後6時 から10時 迄 の 間

を利用 し,平 均1時 間の衝撃 を行 つて作成 さ

れた.

期 くして,作 られた ものは普通0.5g程 度

の ものであるが,是 を圖の如 き厚 さ1cmの

鉛 の圓筒に入れ,更 に此の圓筒 を厚 さ7mm

の眞鍮 製の圓筒に牧 め,尚 そ の 外 を0.5cm

の鉛板で被 つて,携 行 し,理 化學研究 所か ら

大森區に在 る帝 國女子醫學藥學專門 學校 内の

著者の研究室迄運ぶ(所 要時 間的2時 間)

次いで,直 ちに精 製操作 を施 す(所 要時間

約2時 間).

斯 くて其 の夜 は操作 を終 る.翌 朝か ら,此

の標 品を用いて,或 は動 物に或 は植物に就 い

て實驗 し,且 つ こ れ と 併 行 してGeiger-

Miiller計 數管で計測 する.

此の間,何 等の放射線防禦装置 な く,1m

以 内の距離で放射物質 よ りす る放射線 に曝射

され る(所 受時間平均約4時 間).

斯 る實驗研究が毎 日續 く.併 し乍 ら,都 合

に よつては實驗が 可成 り長 く續け られ る こと

もあ り,分 折操 作に手間 どつて長時間 に亘 る

ことも度 々あるか ら無防禦での被照射時間は

一層多い筈 である.

又,携 行用鉛 用器 も完全に放射線 を阻 止す

ろことは出來ず,實 際に於 て該 用器内に收 め

られ た放射性物質 よ りの放射 線は2mも 離れ

た計數管に感 ずる有樣で あつたか ら,著 者が

携行 中に も照射 を受けて居 た ことは勿論であ

る.

2) 照射 回數 の消長

前項に述ベた所は,主 として實驗研究に從

事 して居 る場合の被照射條件であつたが,研

究は10年1日 の如 く全 く同一條 件が續 け ら

れたわけではな く,其 の間 に消長があつた.

即 ち,極 めて多忙 に實驗 に從 事 した事 もあ

れ ば,都 合に よ りあま り度 々實驗 出來得 なか

つた こと もある し,時 には長い間休 んだ事 も

あつ た.從 つて,被 照射時 間 もそれ に伴つて

異つて居 る.

實驗に從事 した時間 數や,其 の頻度消長等

を 日誌に基 いて,逐 次 詳細 に擧 げる事が 望 ま

しいが,そ れは現状 下到底紙數の許 さない所

で あるか ら,概 括 的の事項のみ を述べ る.

先づ,理 研 サイ クロ トロンが活動 を開始 し

たのは昭和12年 の3月 であつて,著 者等の

研究 も是に よつて軌 道に乘つて來 た.

そ して,同 年の暮頃か ら昭和14年 の 春 頃

迄 は著者に とつて最 も忙 しい時 であつ た.

從 つて,放 射性物 質を取扱ふ度數が極 めて

多かつた事は喋 々を要 しない.

然 るに,昭 和14年 夏の末に,著 者は 過 勞

か ら不眠症に罹 り,神 經性心臟症Herzneu

roseに 襲はれたのが,秋 の終頃迄暫 く實驗 か

ら遠 さかつ た.

昭和15年 に入るや,再 び忙 しく實驗 に 從

事 したが,其 の秋頃 か ら りイクロ トロンの都

合 で著 者の實驗は休 みが ちになつて行 つ た.

昭和17年 と18年 度には比較的 度 々實驗 し

得 たが,18年 度の後半 よ り以後 は防空 とか,

動物の入手困難 とか,飼 料缺 乏 とかの事情 の

た めに實驗研 究が次 第に出來な くな り,他 面

サ イ クロ トロンが休んで居 る時 も多 くなつた

ので,著 者が放射性物 質を取 り扱 ふ機 會は極

めて少 くなつて行つた.

3) 血 液檢査

著者は毎年少 くと も1回 宛,自 分の血液 に

就 いて,血 球數や血液像 を檢べ,逐 年其 の變

化を檢索 した.

しか も,前 述 の如 く.著 者の身體 には血液

の逐次的變化を起 さすべき疾病共他の條件が

ないか ら,放 射線 に よる血液像變 化 と思 はれ

る所 見の現 はれ るの を認めた.

尚,採 血は毎回空 膜時 に行 ひ可 及的 同一條
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件 に行ふや う心掛けた.

第3章　 成 績

著者(實 驗 者)の血 液の變化状態は次表竝に

曲線 に示ナ如 くであるが,次 に2～3の 説明

をすろ

1) 赤血球數

元來,著 者の赤血 球數は正常値 を示 し,本

研究 に從事す る以前に は,大 抵1立 方 粍 中,

500萬 を示 して居たのであ るが,放 射性物質

を取扱 ひ始めて1年 後位か ら,次 第に減少 し

1立 方粍 中400萬 台 に低下 した.實 驗が比 較

的閑散であつた爲か昭和16年 度には可 成 り

恢復 したが,其 の後 再び減少 し,そ れ以後 は

増加 の徴が認め られ ないで 今日に 及 ん で 居

る.

2) 白血 球數

照射 され る機會が 多い程 數の減少が著 しい

事 を思は す.そ して暫 く實驗 を休 ん で 居 る

と,數 だけは次第 に恢 復 して來 る.

3) 白血球 の種類

然 し乍ら,白 血 球の種類の 百分 率 的 變 化

は,年 數 の經過 と共に逐次增 加 する ものなる

を思はすや うな成績が出て居 る.

即 ち,骨 髓性細胞た る中性嗜好 多型核 白血

球 は漸次減 少 し,併 も興味あ ることには,分

葉型核細胞 と桿状 型核細胞 との比が 逐次增 し

て 行 つ て 居 ろ.即 ち

15年 16年 17年 18年 19年 20年

分葉型
/桿状型

 8

/1

 11

/1

 24

/1

 12

/1

 23

/1

 46

/1

の如 くであ る.

淋巴細胞は,百 分率 の上か らは,漸 次比較

的の增 加 を示す.

單核,移 行型白血 球が年 を追つて增 加 して

居 るが,是 も亦興味 ある所 である.

其他の 白血球の出現率 には變化は認 め られ

ない.

4) 血 色素 量

血色 素 ヘモ ダ ロピンの量 は,初 め3～4年

間 は赤血球 の減少に伴つて減少 して居 た が,

後 には却つて增 加 の傾 向 を示 して居 る.

實驗者の血球數の年次的變動
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實 驗 者 の 血 液 像 變 化
昭 和12年 以 降

備 考


